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６月８日（火）、サービス連合はＪＲ連合、航空連合との３産別合同で西村康稔内閣府

担当大臣に対して要請をおこないました。 

後藤会長、ＪＲ連合荻山市朗会長、航空連合島大貴会長から、産業がおかれている厳

しい状況を訴え、要請内容の①政府をあげて広域的な移動や観光に対する根強い不安を

払拭、②段階的な移動需要の創出と回復につながる助成制度の構築を要請しました。 

要請には、大塚耕平参議院議員（サービス連合政策推進議員懇談会会長）と泉健太衆

議院議員（ＪＲ連合 21 世紀の鉄道を考える議員フォーラム副会長）、礒崎哲史参議院議

員（航空連合政策議員フォーラム事務局次長）も同席しました。大塚参議院議員は、「３

産業は、大変厳しい状態の中で耐えているということを認識いただきたい。この３つの

産業を支えることは「経済安全保障」そのものでもある。どのように３つの産業を支え

るか、雇用を支えるかをしっかりと検討いただきたい。」と述べました。 

要請を受け、西村大臣は「厳しい状況が続いている。飲食店などに脚光が当たってい

る一方、大企業に支援が届いておらず、我々も苦慮している。７月まで延長された雇用

調整助成金の特例と在籍出向に対する助成を活用いただいているが、７月以降も状況を

見ながら対応したい。観光や移動の際に抗原キットをどのように組合わせるかは検討が

必要である。必ず需要は戻るので、それまで産業の基盤である人財を確保できるよう支

援をしていきたい。」などと応じました。 

サービス連合は引き続き３産別で連携し、状況の改善にむけて取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ連合、航空連合との３産別合同で要請行動を実施 
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